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総務企画常任委員会 

 

令和３年６月４日（金曜日）午前１１時１６分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 山 形 紀 弘  副 委 員 長 中 里 康 寛  

委 員 鈴 木 秀 信  委 員 星   宏 子  

委 員 相 馬   剛  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 中 村 芳 隆  委 員 山 本 はるひ  

委 員 玉 野   宏    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

出席議会事務局職員 

書 記 飯  泉  祐  司     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

  ３．協議事項 

    ⑴６月定例会議における委員会の運営（付託予定議案、日程等）について 

    ⑵その他 

  ４．その他 

  ５．閉会 
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開会 午前１１時１６分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○山形委員長 本会議終了後、慌ただしい中、お集

まりいただきありがとうございます。 

  ただいまから総務企画常任委員会を開会いたし

ます。 

  協議事項はお手元に配付の次第のとおりです。 

  各委員におかれましては、円滑な進行への御協

力をお願い申し上げて、挨拶とさせていただきま

す。 

  ここからは着座にて進行させていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○山形委員長 それでは、次第３、審査事項に入り

ます。 

  ⑴６月定例会議における定例会の運営について。 

  まず初めに、６月定例会議における委員会の運

営についてを議題といたします。 

  事務局から説明をお願いします。 

  事務局。 

○飯泉書記 すみません、私のほうから説明のほう

をさせていただきます。 

  まず、本委員会のほうに付託されました付託案

件につきまして、今、配付しました資料のほう、

御覧ください。 

  総務企画常任委員会としましては、付託案件が

今議会ございません。予算常任委員会の第一分科

会としての案件のみになります。こちら、補正予

算のほうですね。こちらのほうがございまして、

課としましては企画政策課、デジタル推進課、あ

と財政課ということで３課の審査になります。 

  こちらの審査順になりますが、今、お送りいた

します。 

  案としまして、次第のほうをつくらせていただ

きました。先ほどの本会議のほうでもございまし

たが、16日、一日限りということで、恐らく午前

中で終わってしまうのではないかと思う分量にな

っております。 

  初めに、企画部からの説明ということになりま

した。審査ということになりまして、企画政策課、

そしてデジタル推進課、あと総務部で、財政課の

審査というような形になりまして、終了というよ

うな流れになってございます。 

  また、こちらにも書いてありますが、議場で行

うということが昨年から引き続きということでご

ざいます。座席表のほう、私のほうで案というこ

とでつくらせていただきました。昨年も議場でや

るとき、このような配置でやっていたかと思いま

すが、座席を私のほうで適当に振らせていただき

ましたので、ちょっとここの席、嫌だとかという

ことがあれば、調整の上で…… 

○星委員 ごめんなさい。私、嫌だ。 

○飯泉書記 どなたかと協議して、替えていただけ

ればと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○星委員 交代してもらっていい。 

○山形委員長 後で。 

○飯泉書記 終わりましたら、後で御連絡いただけ

れば、直したものをSidebooksに入れて。 

  併せまして、委員会の審査につきまして、注意

事項等が出ていましたので、今、通知のほうを送

らせていただきましたが、御覧いただければと思

います。一応、議運のほうで話が出たというとこ

ろで、議長のほうから通知という形を取らせてい

ただいております。 

  御注意事項ということで、読み上げさせていた

だきますが、こちら、先ほど申し上げましたとお

り、議場で常任委員会を開きまして、中継を行う
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というふうにまた今回も決まってございます。発

言に当たりましては、インターネットにより広く

中継されているということがございますので、そ

ちらを認識した上で、不適切な発言は行わないよ

うにということでお願いしますというところ。 

  また、あと議員間討議の活用というところで、

議会基本条例の12条にあります議員間討議ですね。

そちらが原則ということで定められていることを

踏まえまして、議員間討議のほう、積極的に御活

用くださいというところです。 

  また、初めての方もいらっしゃるのであれなん

ですが、一問一答方式の徹底というところで、前

回ちょっと話があったときに、最初にこれと次に

これと最後これ、３つお願いしますというふうな

ことで発言された方、いらっしゃったんですが、

こちらは一問一答方式を基本としております。で

すので、基本的には１個のことについて聞いてい

ただいて、回答があった後、次の質問をするとい

うところ、徹底をお願いいたしますというところ

です。 

  また、あと毎回言われているところではあるん

ですが、質疑と意見・要望の区別というところで、

執行部のほうで回答する必要があるのか、ないの

かというところ、迷うところがございますので、

こちらのほう区別していただきますようお願いい

たします。 

  質疑については、議題となっている案件につい

て、質疑をただすために行う発言であることを踏

まえまして、質疑においては自らの意見陳述や議

題に関係する要望を行わないようにということで

お願いいたします。それらは討議の中ですとか、

あるいはその他の中でお願いいたしますというと

ころになります。 

  あとは、議会基本条例の第10条に定められてい

ますところになりますが、議会審議における提案

説明が規定されているというところで、そちらの

条文の各号、１号が必要とする背景、２号が立案

及び執行における市民参画の有無とその内容、３

号が総合計画における根拠または位置づけ、４号、

財源の措置、第５号、将来にわたる効果及び費用

というようなことが定められまして、それに基づ

いて議題の説明をしているというところございま

すので、その辺、踏まえた上で質疑のほうをお願

いいたしますというところでございます。 

  また、議案審議とその他の区別というところに

なっておりまして、議案審議は、議案の採決の判

断に必要な範囲で行うということで、これに該当

しない発言についてはその他で発言をお願いしま

すというところです。 

  すみません、裏面いっていただきまして、関連

質疑ということで、去年やっていらっしゃった委

員会があったということなのであれなんですが、

予算とか決算とかページ数が多いところにつきま

して、資料のページを指定して「何ページの何々

について」という質問が出たときに、同じページ

で質問がある方は、「同じページで質問がありま

す」ということで発言していただくと、ページを

めくる手間が減るということで、審議の短縮にな

りますので、そういったところを活用してくださ

いというふうなお願いでございます。 

  そのようなところを御注意いただいて、当日の

審議のほうに臨んでいただければと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

  あと、すみません。先ほどの次第のところで１

点、説明を忘れてしまいました。 

  今回、６月議会ということでございまして、例

年ですと、全部署のほうが出席した上で、係長以

上の方が自己紹介のほう行うというのが通例にな

っておりましたが、今回、コロナ対策というとこ

ろもございますので、全部署呼ばず、来ていただ
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いている部署ですね。審査の議案がある部署の必

要な係長以上の説明要員だけ来て、説明という形

になっておりまして、来た、その場にいる人間だ

け自己紹介のほう行うというような形に議運のほ

うで決まってございますので、そちら申し添えさ

せていただきます。 

  私のほうから以上になります。よろしくお願い

いたします。 

○山形委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、何か質問、御意見ご

ざいますか。 

  先ほど、皆さんがちょっと座席のほうがあれだ

というふうなことで、随分気にされていたんで、

密にならない程度であればいいのかなと思うんで

す。座席の変更は可能ですか。 

○飯泉書記 可能です。 

○鈴木（伸）委員 基本的に自席でいいんじゃない

ですか、これ。隣り合わせのところはいます、ち

ょっとぱっと分からないんですけれども。 

○飯泉書記 何か詰まっちゃったりとかというとこ

ろがなければ、それでも大丈夫だと思うんですけ

れども。 

○鈴木（伸）委員 例えば、相馬議員と私は後ろの

右側なんですけれども、一人空けて座っているん

ですよ。だから、議場でいれば、間３人いるのに

対して、１人空いている状況なので、そんなに神

経質にならなくてもいいんじゃないかと。だから、

そういう考え方でいいんじゃないかと。だから、

隣り合わせの人は離れるくらいで。 

○星委員 玉野さんとくっついているんだね。 

○鈴木（伸）委員 だから、そういうところはね。

そのくらいじゃないですかね、気を遣うとしたら。 

○山形委員長 そうすると、相馬剛さんはここで大

丈夫ですね、17で。中村委員も大丈夫ですね。 

○中村委員 大丈夫、自分の席で。 

○山形委員長 玉野さんも大丈夫ですね。 

○玉野委員 はい。 

○山形委員長 山本はるひさんは。 

○山本委員 自分の席がいいです。 

○山形委員長 ４番です。 

○山本委員 私、だから玉野さんの隣なんですけれ

ども、前が嫌なんです。 

○山形委員長 24。 

○山本委員 座る席って、やっぱり慣れたところが

いいというか、そういうものもあるし、私、背が

低いので座布団がないとあれです。だから、でき

れば、そこがどうしても駄目だったら齋藤さんの

席とかでも構わないので、後ろのほうが。 

○山形委員長 後ろのほうがいい。 

○山本委員 はい。でも、そしたら中村さんとくっ

ついちゃうんだよね。 

○山形委員長 そうすると、はるひさんが24なんで、

23にしていただいて、中村さん、申し訳ないんで

すけれども、20に行けば大丈夫ですよね。 

○山本委員 玉野さんが金子さんのところへ行くと

いうあれもあるのか。そのほうが楽か。 

○鈴木（伸）委員 じゃ、玉野さん、金子さん、浮

いているよ。 

○山形委員長 大丈夫ですか。 

○山本委員 行っているの。 

○鈴木（伸）委員 行っているよ、26番に。 

○山本委員 そうか。じゃ、私が自分の席ですれば

１個ずつ空くんで。 

○中村委員 はるひさん、24でしょう。 

○山形委員長 大丈夫です。 

○山本委員 じゃ、そこでお願いできれば。 

○山形委員長 星さんが。 

○星委員 私が15。 

○山形委員長 15がいい。 

○星委員 はい、15がいいです。自分の席がいいで
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す。 

○鈴木（伸）委員 私が19に行って、問題ないでし

ょうという話ね。自席でいいんじゃないのという

話。 

○山形委員長 じゃ、そういうふうに配慮させても

らいますので。鈴木秀信さんだけ…… 

〔発言する人あり〕 

○飯泉書記 今、移られるということでおっしゃっ

た方は。 

○山形委員長 玉野さん以外が自席。玉野さんは基

本のとおり26番にして。 

○飯泉書記 皆さん、自席で、入る。 

○山形委員長 玉野さんだけが26番にして。 

  じゃ、すみません。今、言ったとおりに座席は

変更させていただきますので、あと何回も言って

いますけれども、インターネット中継あるんで、

その辺よく気をつけていただいていただきたいと

思います。 

  あと、日程のほうも、審議事項も少ないという

ことで、ほぼほぼ半日で終わるんではないかなと

いうようなところでございます。 

  ほかに何か皆さんのほうで質問や御意見ありま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○山形委員長 ないようでありますので、６月の定

例会議における委員会の付託議案審査の運営につ

いて、次第（案）のとおり審査で行うことで異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないようですので、付託議案

の審査日程及び審査順、また座席は次第の案のと

おり、また座席もそのように配慮させていただき

ますので、よろしくお願いします。 

  次に、次第⑵その他を議題といたします。 

  すみません、その他のほうで私のほうから１点

ございます。 

  前回もテーマというふうなことで、今年度も常

任委員会の政策提言に向けて、テーマの設定につ

いて議題とさせていただきたいと思います。 

  令和元年度より政策形成サイクルの中で、議題

の抽出、政策立案を行ってきています。どういっ

たテーマを設定すればいいか、６月16日、先ほど

言った委員会終了後、恐らく午後になると思いま

すが、第１委員会室で打合せを開催したいと思い

ますので、それまでに御検討いただければありが

たいと思います。 

  ちなみに、前回、総務企画では自治会と男女共

同参画のほうを２年間、テーマとして取り組んで

まいりました。できればかぶらないほうがいいと

思いますので、皆さんのほうで６月16日のこの委

員会終了後までにテーマをちょっと考えてきてい

ただいて、数とかそういった内容もその日にいろ

いろと皆さんで諮りたいと思いますので、よろし

くお願いします。本件について、何かございます

か。 

  副委員長。 

○中里副委員長 委員長の今の説明のちょっと補足

なんですけれども、前回の総務企画常任委員会で

は、さっき２年間で２つのテーマを取り組んでき

たということで説明あったんですけれども、２年

間で２つのテーマというふうに決まってはおりま

せんので、１つで２年間取り組んでもいいですし、

１年間で１つ取り組んでもいいということで、そ

こだけ補足をさせていただきます。 

  以上です。 

○山形委員長 ありがとうございます。 

  そういったことも皆さんと検討していきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○鈴木（伸）委員 この日は、こんなテーマがいい

というのを、ただ、みんなで出すだけですね。 
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○山形委員長 そうですね。出していただければあ

りがたいと思いますので。 

  その他、委員の皆さんから何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○山形委員長 なければ、事務局から何かございま

すか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○山形委員長 なければ、以上で協議事項を終了い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山形委員長 次に、４、その他を議題といたしま

す。 

  議員の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山形委員長 事務局から何かありますか。 

  事務局。 

○飯泉書記 事務局のほうからお願い申し上げます。 

  まず、先ほどもちょっと話題に、ちらっと聞え

たんですが、昼食です。委員会のほうは１日だけ

になっておりますので、念のためということで、

３日間、お昼のほうを注文されたとかという方が

いらっしゃいましたら、キャンセルがまだ利きま

すので、キャンセルのほうをお願いいたします。 

  今のお話ですと、16日については、午後、テー

マについての話があるということですので、お昼、

注文されている方については必要になるかと思い

ますので、そこを御確認いただければと思います。

あと、まだお金を払ってない方いらっしゃいまし

たら、そちらのほう、お支払いいただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  また、前回、委員会がありましたときにお話あ

りました積立てのほうですね。こちら、６月分か

ら3,000円ずつ引かせていただきますので、御承

知おきいただければと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

  また、午後から広聴広報の委員会のほうがあり

ます。場所が、通知のほうでは控室のほうで行う

ということで通知させていただいていたんですが、

先ほど本会議場のほうでもお話ありましたとおり、

ちょっと今回、人数が少ないというところもあり

ましたので、第４委員会室のほうで行うことに変

更しましたということで、お話を担当のほうから

いただいております。そちら、第４委員会室のほ

うにお集まりいただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  私のほうからは以上になります。 

○山形委員長 ありがとうございました。 

  ほかに皆さんのほうでは。 

  山本委員。 

○山本委員 質問なんですが、16日の日の、これだ

けしかないですよね、審議というか、予算だけで。

テーマを出し合うのを午後とおっしゃったんです

が、その間、すごく開くということなのね。すぐ

終わってしまっても、ずっと午後まで待っていな

きゃいけないということにするということなんで

すね、確認なんですけれども。 

○鈴木（伸）委員 終わり次第やってもいいんじゃ

ないかということだよね。 

○山本委員 すぐにやってもいいんではないかなと

思った。ごめんね、すぐやめろというんじゃない

よ。多分、早いんじゃ……。 

〔「30分で終わる可能性あるので」と言う

人あり〕 

○山形委員長 じゃ、あまりにもボリュームが少な

過ぎるということなんで、本来ですとしっかりあ

れなんですが、委員会終了後、臨機応変に、午後

とは先ほど言いましたが、確かに３つの課しかな
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いので、２時間もかかることはないと思いますの

で、委員会終了後にそのテーマ設定を行いますの

で、16日に、皆さん、テーマを少しでも言ってい

ただければありがたいと思います。 

○飯泉書記 私のほうでも先ほど説明し忘れたんで

すが、委員会のほうは議場で行いますが、テーマ

についての話合いはこちらでということでお願い

いたします。失礼いたしました。 

○山形委員長 ほかに何か皆さんのほうからありま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○山形委員長 なければ、以上をもちまして、本日

の総務企画常任委員会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 

 

閉会 午前１１時３４分 
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総務企画常任委員会及び予算常任委員会（第一分科会） 

 

令和３年６月１６日（水曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 山 形 紀 弘  副 委 員 長 中 里 康 寛  

委 員 鈴 木 秀 信  委 員 星   宏 子  

委 員 相 馬   剛  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 中 村 芳 隆  委 員 山 本 はるひ  

委 員 玉 野   宏    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

企 画 部 長 小  泉  聖  一   企画政策課長 松  本  仁  一   

企 画 政 策 
課 長 補 佐 

北  村  議  徳   企画政策係長 関  根  達  弥   

行政経営係長 髙  野  幸  大   
デジタル推進 
課 長 

村  松  一  紀   

デジタル推進 
課 長 補 佐 兼 
システム管理 
係 長 

福  田  真  二   
デジタル政策 
係 長 

田  中     薫   

統 計 デ ー タ 
係 長 

高 根 沢  め ぐ み   総 務 部 長 小  出  浩  美   

財 政 課 長 広  瀬  範  道   
財政課長補佐 
兼 管 財 係 長 

相  馬  和  男   

財 政 係 長 印  南  和  也     

 

出席議会事務局職員 

議事調査係長 佐 々 木  玲 男 奈   書 記 飯  泉  祐  司   

書 記 室  井  理  恵     

 

議事日程 

  １．開 会 
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  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔企画部〕 

    ・企画部長挨拶 

   〔企画政策課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第５１号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第２号） 

   〔デジタル推進課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第５１号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第２号） 

   〔総務部〕 

    ・総務部長挨拶 

   〔財政課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第５１号 令和３年度那須塩原市一般会計補正予算（第２号） 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○山形委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから６月定例会議の総務企画常任委員

会及び予算常任委員会（第一分科会）を開会いた

します。 

  ４月に発生しました豚熱による被害で、本市の

基幹産業である農畜産業に大きなダメージがあり

ました。市長はじめ職員の皆様方の迅速な対応に

改めて感謝申し上げます。ありがとうございます。

被害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げ

ます。 

  ４月の改選を終え、５月から新しい議員体制が

始まり、各常任委員会もスタートいたしました。

また、今年度から県内自治体初の通年議会も導入

され、さらなる議員としてのスキルアップが求め

られることと思います。先日の下野新聞では、早

稲田大学マニフェスト研究所がまとめました2020

年度議会改革度ランキングでは、県内トップで全

国13位となり、ほかの自治体もこの那須塩原市議

会を注目していると思います。様々な活動によっ

て、那須塩原市議会のさらなる飛躍向上に努めて

まいりたいと思いますので、皆様よろしくお願い

申し上げます。 

  それでは、審査の日程及び審査順は、お手元に

配付の次第のとおりです。 

  今定例会におきまして、当常任委員会に付託さ

れた案件はございません。予算常任委員会付託案

件のうち、当分科会で審査すべき案件は補正予算

案件１件であります。予算に関する案件につきま

しては、関係所管課のところで随時分科会に切り

替えて審査を行います。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに円滑な進行への御協力をお願い申し上げます。 

  それでは、着座で進めさせていただきます。 

  それでは、審査事項に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 

○山形委員長 これより企画部の審査に入ります。 

  初めに、小泉部長から御挨拶をお願いします。 

  部長。 

○小泉企画部長 （挨拶） 

○山形委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画政策課の審査 

○山形委員長 ただいまから企画政策課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  企画政策課については、総務企画常任委員会に

対する付託案件がありませんので、予算常任委員

会（第一分科会）に切り替えて審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５１号の説明、質疑、討

論、採決 

○山形委員長 それでは、議案第51号 令和３年度

那須塩原市一般会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○松本企画政策課長 （議案第51号について説明。） 

○山形委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 
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  相馬委員。 

○相馬委員 ３ページの２款１項８目の後期計画の

策定支援業務について、委託先はどのようにお考

えか伺います。 

○山形委員長 課長。 

○松本企画政策課長 総合計画の策定支援業務につ

きましては、委託先は公募型のプロポーザルで選

定する予定としております。事業の実施要項、そ

れから仕様書等を公開いたしまして、公募型のプ

ロポーザルで、この後、選定を予定しております。 

  プロポーザルの実施に当たりましては、事業者

の専門性や実施体制だけではなく、そういった人

口推計とか基礎調査などについての提案などもい

ただいて、そちらのほうを参考に採点し、決定す

る予定としております。 

○山形委員長 相馬委員。 

○相馬委員 それから、先ほど債務負担行為の

1,580万円と今回の補正の1,400万円、この差額の、

先ほどちょっとプロポーザル等を来年度というよ

うな説明がありましたが、具体的に説明いただい

てよろしいでしょうか。 

○山形委員長 課長。 

○松本企画政策課長 おおむね後期基本計画の第一

稿といいますか、おおむねの形は今年度内、令和

３年度中に策定することを予定しております。そ

の後、令和４年度におきましては、それに基づく

パブリックコメントでありますとか、あるいは具

体的な計画書として見える形でデザイン等を進め

ていく、そういった部分を令和４年度に実施予定

としておりまして、その部分が差額の180万円分

というようなことで考えております。 

○山形委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 公共施設等総合管理計画の改定支援と

いうことになりますが、これについて先ほど基本

的な理念が変わるわけではないというふうなこと

の説明がありましたが、大前提としている公共施

設の25％削減というところは変わらないと、そう

いう理解でよろしいでしょうか。 

○山形委員長 課長。 

○松本企画政策課長 大きい方針であります総量の

25％削減、それから耐用年数の20％延長、こうい

った基本方針は変えない予定としております。 

○山形委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 同じところで公共施設等総合管理計画

の改定支援ということなんですが、国から改定を

というふうに指示があったということなんですが、

これは今年度に入ってからのことなんでしょうか。 

○山形委員長 課長。 

○松本企画政策課長 国から公共施設等総合管理計

画の策定から年数が経過し、個別計画等の策定も

進んでいることから、それらの見直しを行うよう

にというような通知が発出されて、市のほうでそ

の通知を受け取ったのが令和３年１月の下旬頃で

ございます。当初予算の編成作業中というところ

ではあったんですが、おおむね当初予算の編成も

終わりまして、また内容についても、先ほど申し

上げましたとおり、基本的な方針等の見直しでは

なく、個別計画等の整合性を図るというような見

直しを予定しているところ、それから、国のほう

から３年度中に実施すれば特別交付税措置をしま

すということが、その通知の中に含まれていまし

たので、６月補正に計上し、年度内の完了を見込

むというところで、今回補正に計上させていただ

いたところでございます。 

○山形委員長 山本委員。 

○山本委員 つまり、前年度の１月、今年の１月に

その通知があったものについては、そのときに当

初予算に入れるのは難しかったので補正でという
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ことでよろしいですね。 

○山形委員長 課長。 

○松本企画政策課長 お見込みのとおりでございま

す。 

○山形委員長 ほかに質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○山形委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。討議すべき点、あるいは委員からの意見

はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○山形委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第51号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第51号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  企画政策課の所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時１６分 

 

再開 午前１０時２５分 

 

○山形委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎デジタル推進課の審査 

○山形委員長 ただいまからデジタル推進課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  デジタル推進課については、総務企画常任委員

会に対する付託案件がありませんので、予算常任

委員会（第一分科会）に切り替え、審査を行いま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５１号の説明、質疑、討

論、採決 

○山形委員長 それでは、議案第51号 令和３年度

那須塩原市一般会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○村松デジタル推進課長 （議案第51号について説

明。） 

○山形委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  鈴木伸彦委員。 

○鈴木（伸）委員 これから市もデジタル推進とい

うことで、どんどんやっていただいたほうが市民

にとってもいいことだと思うんですけれども、こ

の進め方ということの中で、議員を長くやってい

ると、どこへ行っても同じことをやっているんで
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すよね、結局は。本市独自にこういったものをや

るときに、考え方を持って進める考え方があって、

そこでこういう人たちが集まっているのか、この

懇談会のやり方ですけれども、ただ単に市の状況

を説明して、どうしたらいいんでしょうかという

形で相談をするのか、この有識者を集めるに当た

っては、そういった方針があって集めるのかとい

うところもあるので、もう一度繰り返しになりま

すけれども、どこへ行ってもよそへ行くと結局同

じようなことをやっていたりするんですが、それ

はいいこと、一緒にまねするというか、同じふう

にやったほうがいいと思うんですけれども、何か

要するに独自性がないというか、本当に真剣に取

り組んでいるのかなというところを感じることが

あるので、まずそういった考え方、どんな方針で

この懇談会をやられるのか、もう一度御説明いた

だけますか。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 どういったところでとい

うことなんですけれども、那須塩原市のＤＸとい

ことでちょっと述べさせていただきますと、御存

じのとおり、全国的に見ましても自治体のＤＸと

かデジタル化は非常に遅れているのが現実という

ことで、なかなか先進事例なんかも幾つかあるん

ですけれども、そういったところを自治体の判断

で取り入れていくのもなかなか難しい、予算とか

いろいろな問題がありまして難しい部分があるの

かなというようなところがあります。 

  今回のコロナ禍で人と接触することができない

というような状況が生じたことによって、いわゆ

る新しい生活様式とか働き方が必要に迫られてき

ているような状況になってきまして、こういった

ことによっていろいろな課題が顕在化している状

況なんだと思うんです。そこで独自性という部分

もそうなんですけれども、なかなか一斉に始まる

ので、じゃ、本市の独自のというところがどこに

あるのかという部分ではあるんですけれども、一

つとしては、市長もいろいろなところで述べられ

ているかと思うんですけれども、やはり那須塩原

市の場合は、行政の効率性を担保したり、それに

よって市民サービスを向上化させるというような

部分に重点を置いていくべきだと思うんです。 

  そういった意味で、やっぱり公民館等での行政

手続ができたりですとか、あとは事務方のほうの

事務効率も上げた上で、もっと大事な仕事、ほか

の仕事にも注力ができるような構築といいますか、

そういった考えでやっていければいいのかなと思

います。 

  実は、これまで国では、ＬＧＷＡＮとか住基ネ

ットとかマイナンバーとか、いろいろな手段でそ

のＤＸとかデジタル化を試みてきたというような

経緯があるんです。ただ、一方で、その各自治体

のほうの事情が、先ほど申し上げましたけれども

様々でございまして、地域的には大規模な災害と

かが繰り返し発生しているような現状もあったり

しているところも手伝っているのか分からないん

ですけれども、県をはじめとして自治体がそれに

ついていけなかったような状態にもあるんです。 

  ＤＸとかデジタル化に係る経費というのは、国

からの支援がほとんど今までないような状態でし

たので、自治体個別に自前で整備を進めなきゃな

らないような状況にもありまして、財政に余裕が

ある自治体とか、それを政策として優先している

自治体しか先行してこれなかったというような部

分もあったかと思うんですが、今回このコロナ禍

で課題が浮き彫りになったことによりまして、国

がデジタル庁を新設しまして、これまでよりも強

く速く自治体のＤＸとかデジタル化を進めようと

しているというような背景もありますので、そう

いったところも念頭に置きながら、国と歩調を合
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わせてというか、できるだけ先に行けるようなと

ころは先に行きながらやっていきたいなとは思っ

ております。 

  今後、国が進めるその行政手続のオンライン化

ですとかシステムの標準化なんかもあるんですけ

れども、適切な時期を見極めて、できるだけ早急

に進めるとともに、市を挙げて推進する行政機能

の分散化を念頭に、市民サービスとか業務におけ

るネットワークシステムのデジタル化に向けて、

再構築をできるだけ早めにやっていきたいなとい

うような考えがありまして、そういった考えでな

るべく早く進めていければなというふうに思って

おります。 

  ちょっと答えになったかどうか分かりませんけ

れども、以上です。 

○山形委員長 鈴木伸彦委員。 

○鈴木（伸）委員 十分答えていただきました。き

ちんと課題を持って、それの最善を目指して  

に取り組んでいただければなと思います。 

  以上です。 

○山形委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  相馬剛委員。 

○相馬委員 それでは、１項９目の3001事業の委託

料、先ほど49万5,000円について９か月分で月約

５万円ですという説明だったんですが、この月５

万円の算出根拠を説明ください。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 ＤＸのフェロー、岡田陽

介氏に謝礼として５万円ということで一応予定し

ているところなんですけれども、それと同じ考え

方というか、これこれの業務について幾ら幾らと

いう細かい内容ではなくて、適宜に相談したり支

援をしていただくような状況でございますので、

考え方的にはその一定額というような考え方にな

っております。 

  これは、その大本の根拠といたしましては、同

じような対応をしていただいている市の弁護士の

方も同様の金額になっているということで、それ

をちょっと根拠にさせて、今回謝礼ではないんで

すけれども、それを根拠にさせていただいている

ということでございます。 

○山形委員長 相馬剛委員。 

○相馬委員 ここでは委託料という計上になってご

ざいます。今のお話だと報償金というイメージで

ございますが、委託料として計上する理由を御説

明ください。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 委託料といたしましたの

は、作業内容が明確になっているような部分があ

りまして、それぞれについて一式幾らというよう

な、一式お願いするというようなイメージなので、

個別には積算の金額は出していないんですけれど

も、今回は業務委託ということで、会社のほうに

委託をさせていただいて業務をお願いするという

ような形式もございまして、委託料という形にさ

せていただいています。 

○山形委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  鈴木秀信委員。 

○鈴木（秀）委員 初めてですので、いろいろ教え

ていただきたいと思うんですけれども、このデジ

タル政策の懇談の中でいろいろな政策が打たれる

かと思うんですけれども、現在、サービスを受け

る側の市民にとって、このデジタル環境を整える

というのが非常に重要かと思うんで、その中でマ

イナンバーなどもサービスを受ける一環のツール

の一つとなっていると思うんですけれども、そう

いった普及ですね、特にマイナンバーカードの普

及については、現在どのようになっていて、また、

どのようにさらに普及を進めていきたいと考えて

いるのかお聞きしたいんです。 



－16－ 

○山形委員長 鈴木秀信委員、マイナンバーカード

とちょっと別になってしまうので、ＤＸの中でそ

ういうふうなマイナンバーの取組をしていただき

たいというふうな中身だと思うんですが、課長、

答え。 

  課長。 

○村松デジタル推進課長 今の進捗なんですが、手

元に市民でどのぐらいという登録の数字がないの

で、そこら辺はお答えできないんですけれども、

普及に関しましては、我々もちょっと急がなくち

ゃいけないと思っています。といいますのも、先

ほどちょっとお話の中で御説明いたしました、国

が進めているその行政手続のデジタル化、オンラ

イン化ですか、そういったものも今後急速に多分

進んでくるんだと思うんです。今現在は、コンビ

ニとかで証明書が取れたりとかというような状況

になっているんですけれども、今後もっと活用の

幅が広がってくるんだと思うんです。せっかく市

のほうでデジタル化を早急に進めても、皆さんが

それを使えるツールとしてのマイナンバーカード

というものを持っていないと何もならなくなって

しまいますので、実はうちのほうでもその推進に

向けて、今現在は１階の市民室にその専用のブー

スを御用意させていただいていまして、いらっし

ゃる市民の方々にマイナンバーのその申請のお手

伝いをさせていただいているような、そういった

状況になってございます。 

○山形委員長 鈴木秀信委員に申し上げます。 

  今のもしマイナンバーカードを聞く場合は、そ

の他のほうで聞いていただけると、答弁のほうも

すっきりした答弁だと思いますので、よろしくお

願いします。 

  ほかに質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本委員 １項９目のシステム管理費のそのアド

バイザーのことなんですが、先ほど９か月分だと

いうことをおっしゃいましたが、これはつまり今

年度の７月から３月までの期間区切ってのアドバ

イザーということでよろしいんでしょうか。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 おっしゃるとおり、期間

区切ってのものになります。来年度につきまして

は、どうするかまた検討の上、予算措置はさせて

いただきたいなと思っていますが、今のところは

期間を区切って契約はさせていただくつもりでご

ざいます。 

○山形委員長 山本委員。 

○山本委員 新しい課でもあることは確かなんです

けれども、市が行うこういう新しいことに対して

は、どちらかというとアドバイザーだの懇談会だ

のというものをつくることが多いんですけれども、

この課の中にいらっしゃる職員の方たちというの

は、こういうものに対して少なくとも専門の知識

を持っていらっしゃるのではないかというふうに

推測をするんですけれども、その辺についてはど

うなんでしょうか。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 おっしゃるとおり、そう

思われている方々もいらっしゃるかと思うんです

が、実を言いますと、我々のそのデジタル推進課

に配属されている職員は普通の職員でございまし

て、通信業者やそのネットワークの業者のいわゆ

るＳＥとか言われるそういう方々のような専門の

知識は持っていないのが現状なんです。一般の職

員よりも、いわゆる何ていうんでしょうか、パソ

コンにたけているといいますか、そういう部分が

あります。 

  一方で、知識は、当然課に配属されたことによ

ってそれぞれ職員は知識を積み重ねる勉強はして

はいるんですが、極めて今そのデジタル化という
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のも多様化をしているような状況でして、パソコ

ン操作だけではなくて、やっぱりＳＮＳだとかＡ

ＩとかＲＰＡとかも、いろいろな分野に広がって

きているんです。 

  今回のソーシャルメディアのこのアドバイザー

さんにつきましては、ＬＩＮＥとかフェイスブッ

クとかメールなんかもそうなんですけれども、そ

れらのこういった専門の知識を持っていると、そ

の専門の知識というのがいわゆる使い方だけでは

なくて、こういうことが起こったときにどういう

ふうな対応をしたらいいかとかというような、そ

ういうちょっと深いところまでの知識をお持ちの

方ということなので、市の職員で勝手に判断して

やめてしまうとか、じゃ、始めていいとかという

ことではなくて、そういった専門の方に知識をも

らいながら、そういった対応とか判断をしていき

たいということでお願いしたいというところでご

ざいます。 

○山形委員長 山本委員。 

○山本委員 今のお答えを聞くと、つまり日常的に

いろいろアドバイスをいただきたいことが起きる

ような気がするんですが、一月に５万円でアドバ

イザーという形で、つまりここにはいらっしゃら

ないわけですよね、どこかにいると。それで済む

んでしょうか。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 御心配のところは分かる

部分はございまして、なかなか東京のほうにも行

けない、来ていただけないような状況でもござい

ますが、現在、市のほうでもいろいろな業務に使

っておりますウェブの会議のシステム等を使って

打合せですとか、そういったデジタルのメールの

やり取りですとか、そういった部分を活用しなが

ら、最大限に活用しながら密な連絡が取れるよう

にしていきたい。まして緊急事態のときなんかは、

もう連絡を密にさせていただいて、どうしたらい

いかという御助言等をいただきながらやっていき

たいなと思っておりますので、その辺はちょっと

心配要らない部分ではあるかと思います。 

○山形委員長 山本委員。 

○山本委員 では、この委託、アドバイザーとして

の委託を考えたときには、例えば短期の有期とい

うんですか、期間が決まってどなたかを新しく雇

うみたいなこと、ほかの課ではよくやっています

けれども、そういうことは考えなかったというこ

とでよろしいんですか。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 短期的になりますと、業

務そのものが継続性といいますか、うちの事情も

よく理解していただいた上での業務というふうに

考えていますので、１か月とか１回とかというこ

とではなくて、うちの事情も分かっていただいた

上で、今後そういう対応の御指導だとか、何かあ

ったときに緊急に対応ができるようなガイドライ

ンとか手引ですか、そういったものの作成支援に

も関わっていただきたいということで、この期間

でお願いしているということでございます。 

○山形委員長 山本委員。 

○山本委員 言い方が悪かったんですが、短期とい

うのは１回とか１か月とかじゃなくて、９か月と

いうその期間を区切って、デジタル推進課の中に

人に来ていただいて、あまり知識がないと、本当

にそうかどうか分からないんですが、方たちに教

えていただくということは考えなかったというこ

とでよろしいんですか。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 そうですね、もともと、

本来であれば１年間でお願いしていきたいような

部分もありましたので、そうですね、期間を区切

ってといいますか、そういった考えで計上はさせ
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ていただいております。 

○山形委員長 部長。 

○小泉企画部長 山本委員、多分おっしゃっている

のは任期付職員とかそういうものは考えなかった

かということかなと思うんですけれども、任期付

職員の場合、やっぱり給料という形で、ある程度

その資格とかによったような形の給与設定という

ものが必要になってくるということからすると、

金額的なところ、これは予算になってしまうんで

すけれども、そういうところとやっぱり検討した

中で業務委託というところで、常駐していただく

というところじゃなくて何とかなるかなというこ

とで、今回計上のほう、任期付職員じゃなくて計

上させていただいたというところになっておりま

す。 

○山形委員長 ほかに質疑はございませんか。 

  質疑の途中ですが、議員間討議に入ります。討

議すべき点、あるいは委員からの意見はございま

すか。 

〔発言する人あり〕 

○山形委員長 大丈夫です、意見ですよね。 

  鈴木伸彦委員。 

○鈴木（伸）委員 今の山本委員の質疑の中で、も

うちょっとみんなと、ほかの委員と話したいなと

思って今押したんですけれども、市が、市という

か国がデジタルトランスフォーメーションを進め

ようとしているときに、今、課長がこれから懇談

会でこんな形をやりたいということを言っている

わけです。市が本当に真剣にやるとするならば、

やっぱり建築や土木だったらば技師さんを採用し

たりもしていますよね。でも、あれはずっと永遠

に建物もインフラもあるんで職員として入れる。

だけれども、今回は単発的にデジタル化していか

なきゃいけないというところで、皆さんの知識が

ない。やっぱりそれは仕方ないことだと思うんで

す、時代が変わっている、ゲームチェンジャーみ

たいな話ですから。 

  その中で、やっぱり費用はかかるにしても、本

気でやるんであれば、トータル的に見て、やっぱ

りそれなりの知識がある人材をちゃんと確保した

中で、市の方針にのっとってやるような考え方を

持たなきゃいけないかなと思うんです。 

  だから、そのときに今年度はアドバイザー的な

もので、来年度はそういうもっと深くやりたいの

でそういう人を入れるとか、そういったことはち

ょっと今見えていないので、今年だけの補正なの

であれなんですけれども、その辺は本当に専門、

今、技術者って多分こういう技術者ってもう引っ

張りだこで大変なんでしょうけれども、そうした

者を任期付職員で入れるのか、アドバイザーでも

いいと思うんですが、契約をして常に市の方針に

のっとって相談してもらう、職員もそういう人が

いてほしいと多分思っていると思うんです。そう

いった形を今後考える中で、今年はこういう補正

予算なのか、そのあたりをほかの委員の皆さんは

どんなふうに思いますか。 

○山形委員長 それは鈴木伸彦委員の意見という中

で、ほかの皆さんの意見をお伺いしたいというこ

とで、アドバイザーの在り方みたいな感じですか。 

○鈴木（伸）委員 そうですね。そういうここはい

いんですよね、今のこの…… 

○山形委員長 大丈夫です。委員間討議でございま

す。 

  中里副委員長。 

○中里副委員長 このＤＸのこのアドバイザーの在

り方という部分なんですけれども、先ほどからＳ

Ｅだったり技術者の話が出ていますが、大切なの

は、そのいわゆるＩＣＴ環境を整えることが目的

ではなくて、ＤＸの考え方というのは、このＩＣ

Ｔを通して市民サービスにどのように向けていく
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かということの考え方を方向づけるアドバイザー

の立場なので、そういった意味では、国でも正直、

全然今までＤＸ、デジタルデバイスについては、

まだまだその方向性が示されたばかりということ

ですから、県とか例えばこういった末端の市では、

当然専門家的なＤＸについての専門的な知識を有

している人というのはいないと思うんです。技術

的なところに関しては、詳しい、趣味程度で詳し

い職員はいるとは思うんですけれども、このＤＸ

の在り方、市民サービスにどのようにつなげてい

くのかというところについての考え方、方向性を

示すという部分についてのアドバイザーの立場だ

というふうに思いますので、私は、そういうふう

に理解はしているところなんです。 

  以上です。 

○山形委員長 ほかに、このアドバイザーの件に関

して御意見ある方いますか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 今のアドバイザーというのは、このＤ

Ｘとちょっと切り離して、その3001事業と7001事

業のアドバイザーと、それから謝礼、ごめんなさ

い、懇談会委員はちょっと切り離さないといけな

いとはまず思います。懇談会委員については、先

ほど中里副委員長がおっしゃったとおり、デジタ

ル政策総合調整費というところで、恐らくＤＸの

様々な考え方を今後統一していくための専門家の

知識を得るということなんだろうと思いますので、

これが１回１万5,000円掛ける６回分ということ

で、こういった懇談会をやっていくということに

ついてはいいんだろうと思います。 

  もう一回そのアドバイザーにつきましては、そ

の委託内容というのは、先ほども一括してという

説明であったので、具体的にこれを委託しますと

いうことがないということではありますが、あく

までもＳＮＳに関して、この９か月間でどういう

ふうなシステム管理をしていく、その管理をして

いく上での分からないところを、ただ聞くという

アドバイザーということなんだろうというふうに

思いますので、分けて考えた場合には、そういっ

た説明を理解できるのではないかなというふうに

は思っております。 

  以上です。 

○山形委員長 ほかに御意見はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○山形委員長 各委員の質疑でまた新たな疑義が生

じましたので、もし課長のほうでアドバイザーに

ついての答弁があれば。 

○村松デジタル推進課長 御討議いただきまして、

ありがとうございます。 

  中里委員おっしゃるとおり、相馬委員もあれな

んですけれども、おっしゃるとおりです。任期付

きという考えもあるかとは思うんですけれども、

何分、何ていうんでしょうか、職員には別な本業

というのもおかしいんですけれども、これが本業

じゃないのかといったら、そうじゃないんですけ

れども、別の仕事のほうにできるだけ注力をして、

アドバイスをもらえるところは、外注によってそ

ういった部分でアドバイスをいただくというよう

な形にしたいという部分もありまして、こういっ

た形になっているというような状況でございます

ので、その辺御理解いただけると大変ありがたい

なと思います。 

○山形委員長 ほかにございませんか。 

  鈴木伸彦委員。 

○鈴木（伸）委員 今の国の情勢とか市の状況から

して、不慣れなところで、こういう専門的知識を

お持ちの人からアドバイスをいただいたり指導を

いただいたりして、今ある業務を乗り越えようと

する短期的な部分ですね、十分理解できて、この

予算の取り方も、それについては理解できる、十
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分理解しています。 

  そして、また来年、来年、じゃ、また同じよう

なことにはならないんだろうと、要するに単発的

に人が替わる、新しい職員がまた人事が替わって、

また、じゃ、同じようにアドバイザーを入れるか

とか、そういったことも含めて、そういうことも

考えながら、こういうアドバイザーを入れている

のかなというところがちょっと気になったりした

んです。 

  はるひ委員がおっしゃっているように、そうい

うことも含めて専門的な人がある程度期間を考え

ながら、単年度じゃなくて、複数年度においても

いてもらって、市の状況をちゃんと把握しながら

内部的な形でアドバイスをできるようなという考

え方もあるんではないかなというあたりの、これ

は単発な補正ですけれども、何かそういったこと

も考えながらこの予算を立ててはいるのかなとい

うところで、質疑になっちゃいますけれども、大

丈夫ですか。 

○山形委員長 大丈夫です。 

○鈴木（伸）委員 そういうこともちょっと含めて、

もう一度、もし考えがあれば、単発的なことでは

なくて、将来的に二、三年先を考えながら、お考

えがあればお伺いしたいなと思います。 

○山形委員長 課長。 

○村松デジタル推進課長 委員さんおっしゃるとお

りでございますので、このＤＸというか、こうい

ったＬＩＮＥとかフェイスブックとかの利用に関

しては、この年だけではなくて今後も続くという

ような部分もありますし、いつ、この間のような

緊急事態というような部分が起きるかどうか分か

らないというような部分もございますので、来年

に向けましては、その辺のところも考慮しながら、

予算の取り方については検討してまいりたいと思

います。 

  このＬＩＮＥの運用、ソーシャルメディアの運

用そのものだけではなくて、恐らく先ほど幅広い

というふうに申し上げましたけれども、ほかの部

分でもこういうアドバイザーが必要な、アドバイ

ザリーが必要な業務がもしかするとこのＤＸの中

では発生してくるような状況も出てくるかと思い

ますので、そういった中で、委員おっしゃるとお

り、長期的でやるのか、短期的でお願いするのか

というような部分も、どういった位置づけでその

職員をお願いするのかというような部分も含めて、

併せて検討していきたいと思います。 

○山形委員長 ほかにございますか。 

  星委員。 

○星委員 ＤＸを進めるに当たりまして、やはり専

門で知識のある方、それはもうアドバイザーとし

て必要なことと、あとはやはり所管の中でのその

人材育成というのがとても大切になってくるので

はないかということも考えますので、こういった

人材を育成しても、結局また二、三年で異動して

しまうとか、そういうふうになってしまうと、ま

た新しく育成しなきゃいけないというふうにもな

ってきてしまいますので、ここは専門性を高めて

いくという部分では、きちんとした多分、鈴木委

員も山本委員も同じような意見だとは思うんです

けれども、その中での人材育成と、あと今後ＤＸ

を使ってどのように効率化を図っていくのか、そ

こだと思うんです。そういったことをきちんと定

めていく方針を決めていくという必要があるので、

そこをしっかりお願いしたいということと、あと、

システム的なことで言えば、例えば災害時、例え

ばさっきのＬＩＮＥでの情報漏えいとか、そんな

ことがありましたけれども、そういったときにア

ドバイザーとして各自治体のその実績のある会社

にお願いをするということでしたが、各自治体実

績があっても、１人の人が例えば10個も20個も自
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治体を抱えていて、みんなが同時に同じもので同

じような障害といいますか、何か災害的なものが

あったときに対応できるのか、アドバイスが欲し

くてもつながらないんじゃないかとか、そういっ

た懸念もあるので、そういった非常事態のときに

どのように対応するかということも重ねて対応策

を取りながらのほうがいいのではないかと思いま

したので、述べさせていただきました。 

  何よりもやっぱり担当の中でのしっかりとした

その専門性を高めていくスペシャリストの人材育

成というところをきちんと取り組んでいただけれ

ばなと思いまして、発言させていただきました。 

○山形委員長 星委員、意見ということでよろしい

ですか。 

○星委員 はい、意見でいいです。 

○山形委員長 ＤＸアドバイザーの人材育成につい

てということだと思います。 

  ほかにございますか。 

  鈴木秀信委員。 

○鈴木（秀）委員 アドバイザーというと、どうし

てもテクニックを持たれている、知識を持たれて

いる方ということで選定されることが多いと思う

んですけれども、逆に、どのようなサービスを受

けたいのかという、その市民側の要望とかそうい

った観点での、サービスを受ける側の意見とか、

そういったところの必要性というのはないんでし

ょうか。こういういろいろな問題があって、個人

の保護とかいろいろな問題があって意見が様々に

分かれるかと思うんですけれども、市民として直

接その恩恵を味わいたいというようなところ、そ

ういったものを直接的に知る場というか、そうい

ったことも必要ではないかと思うんです。 

○山形委員長 質疑でよろしいですか。 

  課長。 

○村松デジタル推進課長 このアドバイザーに関し

ましては、あくまでもソーシャルメディア、ＬＩ

ＮＥですとかフェイスブックの運用とか、今後の

管理とか対応に関するアドバイスをいただくとい

う部分でありまして、直接的にその利用に関して

市民のほうから意見を聞いたりとかということは

ないのかなというふうに、一方通行でこちらから

情報を流すだけのツールでございますので、委員

おっしゃっているのは多分ＤＸの推進の部分なの

かと思うんですけれども、そういった部分に関し

ましては、今後それも当然戦略をつくっていく中

でいろいろな方法で市民の意見が吸い上げられる

ような形といいますか、その辺もちょっと検討は

させていただければなと思っているところでござ

います。 

○山形委員長 中村委員。 

○中村委員 委員長が先ほど議員間討議に入ります

かという意見が出た中で、鈴木委員が聞いた討議

みたいなものを申し出た中で議論しているんです

が、これ、委員長、議員間討議の中の議論なんで

すか。 

○山形委員長 そうです。 

○中村委員 もう議員間討議にすぐ入った中での、

その議員間討議をするときに、執行部から常に答

弁をもらっている議員間討議というのは初めてな

ものですから、その議員間討議に入っての議論を

進めているのか、ちょっと理解ができなかったも

んですから。 

○山形委員長 すみません。じゃ、ここで暫時休憩

といたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○山形委員長 休憩前に引き続き、会議を再開いた
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します。 

  それでは、改めて議員間討議を行います。皆さ

んのほうから討議すべき点はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 ほかに討議すべき内容がないようで

したら、ここで議員間討議と併せて質疑も終結し

たいと思いますが、ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

します。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第51号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第51号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  デジタル推進課所管の審査事項は以上となりま

す。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時３０分 

 

○山形委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務部の審査 

○山形委員長 これより総務部の審査に入ります。 

  初めに、小出部長から御挨拶をお願いいたしま

す。 

  部長。 

○小出総務部長 （挨拶） 

○山形委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎財政課の審査 

○山形委員長 ただいまから財政課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  財政課については総務企画常任会に対する付託

案件がありませんので、予算常任委員会（第一分

科会）に切り替え、審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５１号の説明、質疑、討

論、採決 

○山形委員長 それでは、議案第51号 令和３年度

那須塩原市一般会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 

○広瀬財政課長 （議案第51号について説明。） 

○山形委員長 説明が終わりましたので、質疑を許
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します。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 質疑の途中ですが、議員間討議に入

ります。討議するべき点、あるいは委員からの意

見はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

します。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第51号 令和３年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山形委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第51号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  財政課所管の審査事項は以上となります。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午前１１時５０分 

 

○山形委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○山形委員長 以上で本委員会に付託された案件の

審査が終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は、本職が作成し、議長

に提出いたしますので、御一任くださるようお願

い申し上げます。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 零時１０分 
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